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2012 年 12 月 10 日 

第 53 号 

発行:全厚生不当解雇撤回闘争団 

11・15 中央行動 

社保庁職員社保庁職員社保庁職員社保庁職員のののの分限免職分限免職分限免職分限免職をををを取取取取りりりり消消消消せせせせ！！！！人事院前人事院前人事院前人事院前でのでのでのでの要求行動要求行動要求行動要求行動をををを展開展開展開展開 

国公労連は、11 月 15 日の中

央行動において社会保険庁職員の

分限免職撤回と公正・公平な判定

を求める人事院前要求行動を行い

ました。この行動には民間労組や

年金者組合、ＪＡＬ原告団の仲間

も多数駆け、200 人（（（（写真左写真左写真左写真左））））が

参加しました。 

11 時 40 分から始まった要求

行動で主催者あいさつした国公労

連の川村中央執行副委員長は、「昨

日の衆院厚労委員会で、民主党と自民、公明両党が年金を 2・5％削減する年金削減法案

をわずか 3 時間で強行した。社会保障を拡充し国民のくらしと命を守るためには政治の転

換こそが必要だ。社保庁分限免職処分撤回を勝ちとるためにもたたかおう」と呼びかけま

した。 

連帯あいさつした全労連の根本副議長は、「社保庁不当解雇撤回 11・2 中央総決起集

会の成功をバネに全国オルグ、署名、行動で奮闘しよう。総選挙の投票日は 12 月 16 日

だ。私たちの要求を束ねて総選挙をたたかおう」と訴えました。交通運輸共闘の藤好議長

（建交労委員長）は、「企業年金の厚生年金基金問題が深刻な状況になっており、このま

までは労働者の負担増になってしまう。公的年金を守るためにも、公務と民間が力をあわ

せて一緒にたたかおう」と呼びかけました。 

国公労連・全法務の浅野副委員長は、「市場化テストの導入で、乙号業務を支えてきた多

くの民間委託労働者が仕事を失う事態となっている。法務局では毎年 3 ケタにのぼる定員

純減が続き、出先機関廃止の対象から外れていないことから、整理解雇は『明日は我が身』

の問題だ。人を大切にする社会正義の実現をめざすために、社保庁不当解雇は私たち自身

の問題としてともにたたかう」と決意を表明。当事者である全厚生闘争団の児島さん（愛

媛）は、「社保庁の分限免職から 3 年がたった。これまでの人事院審理を通じて、解雇の

必要性はなく、解雇回避努力も尽くしていないことが明らかになった。愛媛の出原さんが

7 月に日本年金機構に正職員採用され、香川の綾さんの病気休職が公務災害に認定される

など、分限免職の正当性を覆す事実がでてきている。解雇自由化を許さないため、全厚生

闘争団は先頭にたってがんばる。さらなるご支援をお願いします」と訴えました。 

（国公労連速報から転載） 
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 京都闘争団

は、11 月 3 日

に京都市内の円山音楽堂で開催された京都 9 条の会主催の

「憲法集会」や 11 月 10 日から 11 日に京都市南区で開催さ

れた「はたらく女性の全国集会」において署名と宣伝行動を

行って「社保庁不当解雇撤回のたたかいへの支援」を訴えま

した。多くの方から激励と署名への協力をいただきました。 

    

公務員賃下げ違憲訴訟公務員賃下げ違憲訴訟公務員賃下げ違憲訴訟公務員賃下げ違憲訴訟へへへへのののの支援と支援と支援と支援と    

社保庁不当解雇社保庁不当解雇社保庁不当解雇社保庁不当解雇の撤回の撤回の撤回の撤回闘争支援闘争支援闘争支援闘争支援をををを訴え訴え訴え訴えるるるる    

～～～～１１．２７１１．２７１１．２７１１．２７    広島争議総行動広島争議総行動広島争議総行動広島争議総行動～～～～    

11 月 27 日の全労連・東京地評争議支援総行動に呼応し、広島県労連主催の「11・27 働

くもののくらしと権利を守る２０１２年秋の争議総行動」（官・民 7 争議団体）の 1 日行

動（朝宣伝→年金機構要請→昼集会→デモ行進→JAL 広島支店前集会）が行われ、「公務

員賃下げ違憲訴訟」への支援をはじめ、広島県内の官・民での争議事件の早期解決を、早

朝宣伝や関係機関への要請行動、デモ

行進などで広島市民に訴えました。 

この争議総行動には、中国ブロック

国公と広島県国公の仲間とともに全厚

生闘争団の北久保さんが参加。民間争

議団とともに広島そごう店前・JAL広

島支店前で早朝宣伝を行い、国家公務

員の賃下げが地方公務員をはじめ、多

くの民間労働者に影響することなどを

トークリレーで訴えるとともに、北久

保さんが社保庁不当解雇の不当性を訴

えました。（写真） 

 宣伝終了後、日本年金機構中国ブロック本部へ「年金業務の信頼回復のためには解雇さ

れたベテラン職員の力が必要」と要請を行い、お昼休みには広島県合同庁舎横の公園で全

体集会（100 名参加）を開催。その後、市内中心部にある JAL広島支店へむけてデモ行進

を行い、最後に「団結ガンバロウ」で「２０１２秋の争議総行動」を締めくくりました。 

 総行動後、中国ブロック国公と全厚生闘争団は、人事院中国事務局に出むき「旧社保庁

職員の分限免職取消請求事案の早期に公平公正な判定を求める要請文」を手渡しました。 

（国公労連速報より転載） 

事務局事務局事務局事務局 
〒604-8854 

京都市中京区壬生仙念町 30-2 ラボール京都地下 

京都国公気付  ☎:075-801-7875 FAX:075-801-7876（共に京都国公） 

mail:zenkousei-tousoudan@xug.biglobe.ne.jp （全厚生闘争団メールアドレス） 

http://www.geocities.jp/zks_sasaerukai/index.html （全厚生闘争団を支える会ホームページ） 

 

朝宣伝に参加した争議団 6 名（左から全厚生闘争団の北

久保さん、大田川学園不当解雇争議団の新宅さん、公務

員賃下げ違憲訴訟 3 名・JAL 不当解雇争議団 1 名） 


